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地
域
の
強
み
を
活
か
し
変
化
に
挑
戦
す

る
中
小
企
業

　

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
は
こ
の

ほ
ど
「
平
成
19
年
版
中
小
企
業
白
書
」

（
平
成
18
年
度
中
小
企
業
の
動
向
に
関

す
る
年
次
報
告
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
中
小
企
業
基
本
法
に
基
づ
い

て
、
政
府
が
毎
年
中
小
企
業
の
動
向
を

分
析
し
国
会
に
提
出
す
る
も
の
で
、
今

年
で
44
回
目
を
数
え
る
。
白
書
は
、
第

１
部
「
２
０
０
６
年
度
に
お
け
る
中
小

企
業
の
動
向
」
第
２
部
「
地
域
と
共
に

成
長
す
る
中
小
企
業
」
第
３
部
「
経
済

構
造
の
変
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小

企
業
」
の
３
部
構
成
で
あ
る
。

［
中
小
企
業
の
景
気
動
向
］

　

日
本
経
済
は
、
戦
後
最
長
と
な
る
景

気
回
復
を
続
け
る
一
方
、
地
域
に
お
け

る
産
業
構
成
の
違
い
や
、
需
要
の
大
小

を
反
映
し
て
、
地
域
間
で
の
回
復
の
度

合
い
に
ば
ら
つ
き
が
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
間
に
お
け
る
ば
ら
つ
き

と
同
様
に
、
企
業
の
規
模
に
よ
っ
て
、

景
況
感
の
回
復
度
合
い
に
ば
ら
つ
き
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
中
小
企

業
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
景
気
回
復
が

個
人
資
産
は
株
式
等
の
事
業
用
資
産
が

大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
承
継
の

さ
い
に
は
、
特
に
高
収
益
の
株
式
会
社

に
お
い
て
相
続
税
負
担
の
問
題
が
大
き

い
。
▼
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
市

場
に
お
け
る
競
争
の
激
化
な
ど
の
外
部

要
因
だ
け
で
な
く
、
事
業
承
継
や
人
材

の
確
保
な
ど
内
部
に
も
ク
リ
ア
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
が
多
い
。

［
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取
組
］

　

地
域
に
存
在
す
る
特
有
の
経
営
資
源

と
し
て
、
特
産
品
や
伝
統
的
に
継
承
さ

れ
た
製
法
、
地
場
産
業
の
集
積
に
よ

る
技
術
の
蓄
積
、
自
然
や
歴
史
遺
産
と

い
っ
た
文
化
財
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
農
林
水
産
型
」「
産
地
技
術
型
」「
観

光
型
」
の
３
つ
に
分
類
。
▼
「
農
林
水

産
型
」
で
は
、
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
地
元
の
農
林
水
産
品
を
活
用
し
て

い
る
と
し
た
企
業
が
全
体
の
半
数
近
く

に
上
っ
て
い
る
。
▼
「
産
地
技
術
型
」

は
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
販
売

先
と
の
強
固
な
信
頼
関
係
や
、
商
品
デ

ザ
イ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
を
多
く
挙
げ
て
い

る
。
存
在
す
る
地
域
資
源
の
強
み
が
認

識
さ
れ
て
い
な
い
。▼「
観
光
型
」で
は
、

差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
地
元
の

農
林
水
産
品
を
使
用
す
る
こ
と
や
、
温

泉
の
泉
質
そ
の
も
の
が
、
サ
ー
ビ
ス
・

提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
と
共
に
挙
げ
ら

実
感
で
き
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

輸
出
や
民
間
設
備
投
資
が
今
回
の
景

気
回
復
の
牽
引
役
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
輸
出
や
設
備
投
資
向
け
の
財
・

サ
ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
中
小
企
業
が
、

大
企
業
に
比
し
て
少
な
い
こ
と
も
景
気

回
復
感
を
実
感
で
き
な
い
要
因
で
あ
る
。

［
開
業
・
廃
業
の
動
向
と
小
規
模
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
］

　
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら

算
出
さ
れ
た
開
業
率
・
廃
業
率
を
み
て

も
、景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る
中
で
、

依
然
と
し
て
廃
業
率
が
開
業
率
を
上

回
っ
て
い
る
。▼
開
業
率
の
推
移
を
見

る
と
、「
情
報
・
通
信
」の
開
業
率
が
最
も

高
く
推
移
し
て
い
る
が
、「
事
業
活
動
関

連
サ
ー
ビ
ス
」の
開
業
率
が
上
昇
傾
向

に
あ
り
、「
飲
食
・
宿
泊
」
を
抜
い
て
２

位
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
工
業
用

素
材
」や「
農
林
水
産
」と
い
っ
た
業
種

は
５
年
間
低
位
で
推
移
し
て
い
る
。
▼

創
業
を
阻
害
す
る
要
因
は
、
開
業
資
金

の
調
達
に
苦
労
し
て
い
る
企
業
の
割
合

が
最
も
高
く
、
人
材
の
確
保
、
販
売
先

の
確
保
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
開
業

を
阻
害
す
る
最
も
大
き
な
要
因
は
、
資

金
調
達
の
難
し
さ
で
あ
る
と
言
え
る
。

▼
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
ほ
ど
、
社
長
交
代
が
進
ま
な
い

傾
向
に
あ
る
。
中
小
企
業
経
営
者
の

れ
て
い
る
。

 

［
地
域
を
支
え
る
中
小
小
売
業
の
等
の

役
割
］

 

小
売
業
販
売
額
は
、
１
９
９
７
年
に

１
４
８
兆
円
と
ピ
ー
ク
を
記
録
し
て
以

降
、減
少
を
続
け
て
お
り
、２
０
０
４
年

の
調
査
時
点
で
は
１
３
３
兆
円
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
。
ス
ー
パ
ー
が
シ
ェ

ア
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
一
方
、
売

り
場
面
積
の
小
さ
い
専
門
店
に
お
い
て

は
、
シ
ェ
ア
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。

▼
中
小
店
が
他
業
態
と
比
較
し
て
利

用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
は
、
理
容
・

美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
と
飲
食
で
あ
り
、
物
販
は
他
業
態

の
利
用
が
多
い
。
消
費
者
が
中
小
店
に

期
待
し
て
い
る
の
は
、
惣
菜
・
パ
ン
等
、

生
鮮
食
品
、
理
容
・
美
容
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
、
飲
食
な
ど
の
分
野
で
あ
り
、「
価

格
・
品
揃
え
」、「
家
か
ら
近
い
」
こ
と

等
が
強
み
と
な
っ
て
い
る
。
▼
今
後
の

購
買
行
動
変
化
と
し
て
、
安
心
安
全
重

視
が
全
世
代
で
高
ま
る
と
み
ら
れ
、
こ

う
し
た
顧
客
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
価
格
・

品
揃
え
や
安
全
に
買
い
物
の
で
き
る
環

境
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

店
舗
で
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
以

外
に
、
宅
配
な
ど
の
付
加
的
サ
ー
ビ
ス

や
、
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

■　　　　

平
成
19
年
版

中
小
企
業
白
書



 2007.6

■

�

は
増
え
る
も
の
の
、
雇
用
者
数
は
増
加

し
て
い
な
い
。
▼
ま
た
、
大
企
業
の
よ

う
に
正
規
雇
用
を
非
正
規
雇
用
で
代
替

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
▼
90
年
代
以

降
の
雇
用
の
リ
ス
ト
ラ
を
通
じ
て
、
中

小
企
業
の
人
的
資
本
は
、
企
業
内
で
蓄

積
さ
れ
る
知
見
を
持
ち
、
知
識
や
熟
練

技
能
な
ど
の
業
務
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
型
人
材
の
減
少
と
い
う
形

で
損
な
わ
れ
て
き
た
。
▼
近
年
、
我
が

国
の
景
気
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

中
小
企
業
の
採
用
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
。
今
後
、
中
小
企
業
が

競
争
力
を
持
っ
て
成
長
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
に
お
い
て

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
中
核
人

材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
▼
ま
た
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
人
材
の

育
成
に
際
し
て
は
、
そ
の
候
補
者
を
確

保
し
て
い
く
と
い
う
視
点
か
ら
、
長
期

的
な
雇
用
が
前
提
と
さ
れ
る
正
規
雇
用

者
の
裾
野
を
広
げ
育
成
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
、
採
用
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
高
齢
者
や
女
性
の
雇
用
や
、

非
正
規
雇
用
者
を
正
規
雇
用
へ
登
用
す

る
な
ど
採
用
対
象
の
裾
野
を
広
げ
、
自

社
で
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

な
も
の
か
ら
、
多
面
的
な
も
の
へ
と
変

化
し
て
き
て
い
る
（
取
引
関
係
の
メ
ッ

シ
ュ
化
）。
▼
メ
ッ
シ
ュ
化
が
進
展
し

て
い
く
中
で
、
同
時
に
企
業
同
士
の
情

報
の
や
り
と
り
は
緊
密
化
す
る
傾
向
に

あ
り
、
両
者
を
両
立
さ
せ
て
い
る
企
業

は
売
上
げ
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

両
者
を
両
立
さ
せ
て
い
る
企
業
は
、
安

定
し
た
品
質
を
求
め
ら
れ
る
製
品
の
製

造
や
技
術
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
他
企
業
と
製
品
の
差
別
化
が
行
え

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
▼
メ
ッ

シ
ュ
化
の
進
展
は
、
経
済
全
体
が
従
来

の
よ
う
に
右
肩
上
が
り
で
は
な
く
な
っ

た
状
況
の
中
で
、
個
々
の
企
業
が
売
上

高
を
増
加
し
て
い
く
た
め
に
講
じ
て
き

た
対
応
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済

全
体
の
需
要
が
大
き
く
伸
び
な
い
限

り
、
こ
う
し
た
メ
ッ
シ
ュ
化
の
動
き
は

続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
▼
単
に
取
引
先

を
増
や
す
だ
け
で
は
、
企
業
に
と
っ
て

売
上
高
の
増
加
に
結
び
付
か
な
い
。
製

品
の
差
別
化
や
技
術
交
流
に
努
め
、
情

報
の
や
り
と
り
を
よ
り
緊
密
化
し
、
企

業
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
。

［
企
業
間
の
取
引
条
件
が
中
小
企
業
に

及
ぼ
す
影
響
］

　

販
売
価
格
の
決
定
は
、
主
要
販
売
先

［
地
域
金
融
が
中
小
企
業
の
発
展
に
果

た
す
役
割
］

　

安
定
的
に
資
金
を
調
達
す
る
上
で
、中

小
企
業
は
金
融
機
関
、
特
に
地
域
の

金
融
機
関
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
間
の
ば
ら
つ
き

は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク

と
の
接
触
頻
度
を
従
業
員
規
模
別
に
確

認
す
る
と
、
企
業
規
模
が
小
さ
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

▼
小
規
模
企
業
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
の

取
引
満
足
度
も
低
く
、
最
近
10
年
で
メ

イ
ン
バ
ン
ク
を
変
更
し
て
い
る
割
合
が

多
い
。▼
我
が
国
中
小
企
業
は
複
数
行

取
引
が
主
流
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。し

か
し
、一
行
取
引
の
企
業
と
比
較
し
て
、

資
金
調
達
が
容
易
に
な
る
が
、
借
入
依

存
度
も
高
く
な
り
、
資
金
繰
り
の
悪
化

や
金
融
機
関
か
ら
厳
し
い
融
資
対
応
を

受
け
た
た
め
に
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
を
利
用
す
る
割
合
が
高
く
な
る
。

▼
中
小
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
資
金
供

給
を
実
現
す
る
た
め
に
、従
来
の
不
動
産

担
保
や
保
証
人
に
依
存
し
た
借
入
以
外

の
様
々
な
手
法
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
利

用
が
更
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

［
変
容
す
る
企
業
間
の
取
引
構
造
］

　

近
年
、
企
業
間
の
取
引
構
造
は
、「
系

列
取
引
」
と
言
わ
れ
る
長
期
・
固
定
的

と
話
し
合
い
、
双
方
が
合
意
し
て
決
定

す
る
中
小
企
業
が
約
６
割
、主
要
販
売

先
が
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

約
２
割
、
自
社
が
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
約
１
割
見
ら
れ
る
。
▼
中
小
企
業
が

販
売
先
に
対
し
て
価
格
交
渉
力
を
持
っ

て
い
る
か
否
か
は
、
業
績
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
価
格
交
渉
力
・
価

格
決
定
権
が
あ
る
中
小
企
業
の
方
が
、

利
益
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
価
格
交

渉
力
の
強
さ
は
中
小
企
業
の
業
況
を
左

右
す
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

▼
企
業
間
取
引
に
お
い
て
、
公
正
な
取

引
条
件
を
定
め
、
良
好
な
取
引
関
係

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
企
業

の
個
別
の
経
営
努
力
、「
受
注
─
発
注
」

企
業
間
に
お
け
る
相
互
理
解
、
行
政
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
取
組
が

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

［
人
的
資
本
蓄
積
に
向
け
た
中
小
企
業

の
取
組
］

　

中
小
企
業
の
多
く
は
、
長
期
的
な
雇

用
を
基
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
日
本
的

雇
用
慣
行
を
前
提
と
し
て
人
的
資
本
を

蓄
積
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
▼
有
効
求

人
倍
率
が
２
０
０
２
年
以
降
上
昇
し
続

け
、
２
０
０
６
年
に
お
い
て
は
１
倍
以

上
で
推
移
し
て
お
り
、
雇
用
環
境
に
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る

が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
求
人
数
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